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H1; (0  t  ): (2)
 は計算時間であり，H0;H1 はそれぞれ始状態，終状態のハミ









































~x は解である．変数のとりうる値を x; y 2 f1; 2; 3; 4g とする．
このように定めた線形方程式を，今回用いた方法で，SAT問題
に変換すると，次のような 8個の節となる．
:px1 _ px2; :px2 _ px3;
:py1 _ py2; :py2 _ py3;
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